
三
十
世
紀
と
は
、
西
欧
史
的
に
言
え
ば
十
九
世

紀
か
ら
始
ま
っ
た
産
業
社
会
時
代
Ｉ
近
代
の
第
二

期
で
あ
り
、
十
九
世
紀
を
近
代
社
会
の
成
長
期
と

す
る
な
ら
干
世
紀
は
近
代
社
会
の
成
熟
期
で
あ

る
口
木
槁
で
は
、
こ
の
二
十
世
紀
と
い
う
近
代
社

会
の
成
熟
期
の
俳
句
と
そ
の
表
現
主
体
の
在
り
方

を
考
察
し
、
一
二
一
世
紀
の
俳
句
を
届
執
し
た
い

し」出」入●ノロ
き
て
、
日
本
の
二
十
世
紀
と
は
何
時
か
ら
何
時

ま
で
と
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
明
治
維
新

が
産
業
趾
会
時
代
（
十
九
世
紀
）
｜
へ
の
幕
調
け
し
」

【
第
十
七
回
・
平
成
九
年
度
］
現
代
俳
句
協
会
評
論
賞
受
賞
作

｜
、
は
じ
釣
に

’
二
十
世
紀
と
は
Ｉ

望
十
世
紀
の
「
私
Ｌ

さ
れ
為
の
で
、
そ
の
成
長
目
標
で
あ
う
た
富
国
強

兵
を
達
成
し
た
日
露
戦
争
（
一
九
○
四
年
、
あ

る
い
は
、
個
人
の
思
想
と
ヨ
家
が
明
確
帷
嘩
擦
尭

起
こ
し
た
大
逆
事
件
二
九
一
○
年
／
明
治
四
十

三
年
）
か
ら
飴
ま
る
と
考
え
て
良
い
だ
る
う
。
つ

ま
り
、
人
鮮
把
砿
言
っ
て
、
明
治
時
代
が
日
本
的

十
九
冊
紀
で
あ
り
、
大
正
以
降
が
日
本
⑰
一
一
十
冊

紀
と
言
え
る
」

そ
し
て
一
十
世
紀
は
何
時
終
わ
る
、
あ
る
い
は

終
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
私
見
で
は
、
雪
九
七

○
年
前
後
を
そ
の
指
標
に
し
た
い
．
こ
の
頃
、
批

界
各
地
で
反
体
Ⅲ
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
ゞ
日

永
の
大
学
紛
争
、
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
Ⅸ
職
連
動
、

フ
ラ
ン
ス
の
汽
月
羊
命
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の

プ
ラ
ハ
の
舂
等
□
こ
れ
ら
の
反
体
制
運
動
の
内
実

は
Ⅸ
資
本
干
義
と
い
う
ょ
叩
社
会
主
義
を
も
含
的

た
近
代
蛙
会
に
対
す
る
抗
議
で
あ
り
、
こ
の
傾
向

は
中
国
の
文
化
亘
命
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ポ
ル
ボ
ト

政
治
に
ざ
ら
に
色
濃
く
う
か
が
え
た
。
す
な
わ

ち
、
近
代
制
会
は
現
在
も
地
球
規
模
で
膨
脹
を
続

け
て
は
い
為
が
、
’
九
七
○
年
頃
に
Ｒ
本
な
ど
で

は
、
そ
の
限
界
か
認
識
き
れ
た
と
考
え
ら
れ
愚
。

ま
た
、
こ
の
時
点
で
は
、
社
会
主
義
が
逝
代
仕
会

の
限
界
を
打
開
す
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
索
い
こ
と
も

同
時
に
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
ポ
ス

ト
近
代
の
妾
寺
試
行
錯
誤
す
る
時
代
に
突
入
し
た

の
で
あ
る
□
こ
の
試
行
錯
誤
の
時
代
こ
そ
が
現
在

で
あ
ｂ
、
三
十
一
世
紀
で
あ
る
。

久
保
田
耕
平
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